
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
レーザ治療装置からの治療用レーザ光を患部に照射してレーザ治療を行う際に、術者等が
前記治療用レーザ光から眼を保護するために装着する保護ゴーグルにおいて、装着者の顔
の正面方向の被写体を撮像する撮像手段と、該撮像手段によって得られた映像を表示する
表示手段と、該表示手段に表示される映像光束を装着者の眼に導光する導光光学系と、装
着者の眼の少なくとも正面方向からの外部光の入射を遮断する遮断手段と、を保護ゴーグ
ル本体に設けたことを特徴とするモニタ付保護ゴーグル。
【請求項２】
請求項１の保護ゴーグルは、装着された状態において外部から眼に入射する光をほぼ遮断
するための目当て部材を備えることを特徴とするモニタ付保護ゴーグル。
【請求項３】
請求項１の保護ゴーグルは、前記撮像手段は撮像する被写体の焦点合わせを自動的に調整
するオートフォーカス手段を備えることを特徴とするモニタ付保護ゴーグル。
【請求項４】
請求項１の保護ゴーグルは、前記撮像手段により撮像されて前記表示手段に表示される被
写体像を拡大・縮小する拡大・縮小手段を備えることを特徴とするモニタ付保護ゴーグル
。
【請求項５】
請求項１の保護ゴーグルは、前記撮像手段によって撮像される被写体像を静止画像データ
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として記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶させるためのスイッチと、を備えることを
特徴とするモニタ付保護ゴーグル。
【請求項６】
請求項５の保護ゴーグルにおいて、さらに前記記憶手段に記憶した静止画像データ又は前
記撮像手段により撮像される動画像を、他の外部装置に送信するための送信手段を備える
ことを特徴とするモニタ付保護ゴーグル。
【請求項７】
請求項１の保護ゴーグルにおいて、レーザ治療装置から受信手段を介して送信されるステ
ータス情報を、前記表示手段に表示する表示制御手段を備えることを特徴とするモニタ付
保護ゴーグル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、レーザ治療を行うに際して術者等が装着する保護ゴーグルに関する。
【０００２】
【従来技術】
医療の分野においては、レーザ治療装置からの治療用レーザを患部に照射して治療を行う
に際し、術者やその補助者等は治療用レーザ光から眼を保護するための保護ゴーグルを装
着している。
【０００３】
従来、保護ゴーグルは治療用レーザ光の波長をカットしつつ、可視光を透過する特性を持
つフィルタを眼前に配置した構成のものが一般的であった。また、治療用レーザ光は治療
目的に応じて種々異なる波長のものが使用されるため、保護ゴーグルもそれぞれの波長に
対応したものを用意して、付け替えて使用していた。
【０００４】
例えば、形成外科の分野においては、皮膚のシワ取り治療にはＣＯ 2レーザ（波長 10600ｎ
ｍ）、 Er:YAGレーザ（波長 29400ｎｍ）等が使用され、シミや痣等の除去治療には Alexand
riteレーザ（波長 755ｎｍ）、 Rubyレーザ（波長 694.3ｎｍ）Ｄｙｅレーザ（波長 585ｎｍ
）等が使用され、脱毛治療には Alexandriteレーザ、 Rubyレーザ、 Diodeレーザ（ 800ｎｍ
）等が使用されている。このように治療用レーザ光の波長は、治療目的が同じでも患部の
状態等により変えられ、保護ゴーグルも波長に対応したものを装着しなければならなかっ
た。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、治療用レーザ光の波長に応じて装着する保護ゴーグルの種類を変えること
は術者等にとって面倒であり、治療レーザ光の種類に対応させて、それぞれ専用の保護ゴ
ーグルを用意することはその管理も手間となる。
【０００６】
また、ほとんどの保護ゴーグルのフィルタは治療用レーザ光をカットすための着色が施さ
れているため、フィルタを介しての観察では患部の状態やレーザ照射による変化の状態が
把握しずらく、治療が行いにくい。
【０００７】
本発明は、上記問題点に鑑み、治療用レーザ光の種類によって保護ゴーグルを変える必要
が無く、装着したままでも患部の状態やレーザ照射による変化の状態を確認しやすい保護
ゴーグルを提供することを技術課題とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００９】
（１）　レーザ治療装置からの治療用レーザ光を患部に照射してレーザ治療を行う際に、
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術者等が前記治療用レーザ光から眼を保護するために装着する保護ゴーグルにおいて、装
着者の顔の正面方向の被写体を撮像する撮像手段と、該撮像手段によって得られた映像を
表示する表示手段と、該表示手段に表示される映像光束を装着者の眼に導光する導光光学
系と、装着者の眼の少なくとも正面方向からの外部光の入射を遮断する遮断手段と、を保
護ゴーグル本体に設けたことを特徴とする。
【００１０】
（２）　（１）の保護ゴーグルは、装着された状態において外部から眼に入射する光をほ
ぼ遮断するための目当て部材を備えることを特徴とする。
【００１１】
（３）　（１）の保護ゴーグルは、前記撮像手段は撮像する被写体の焦点合わせを自動的
に調整するオートフォーカス手段を備えることを特徴とする。
【００１２】
（４）　（１）の保護ゴーグルは、前記撮像手段により撮像されて前記表示手段に表示さ
れる被写体像を拡大・縮小する拡大・縮小手段を備えることを特徴とする。
【００１３】
（５）　（１）の保護ゴーグルは、前記撮像手段によって撮像される被写体像を静止画像
データとして記憶する記憶手段と、該記憶手段に記憶させるためのスイッチと、を備える
ことを特徴とする。
【００１４】
（６）　（５）の保護ゴーグルにおいて、さらに前記記憶手段に記憶した静止画像データ
又は前記撮像手段により撮像される動画像を、他の外部装置に送信するための送信手段を
備えることを特徴とする。
【００１５】
（７）　（１）の保護ゴーグルにおいて、レーザ治療装置から受信手段を介して送信され
るステータス情報を、前記表示手段に表示する表示制御手段を備えることを特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に基いて説明する。図１は本発明に係る保護ゴーグルの外観略
図であり、図２は保護ゴーグル内部の光学系と制御系を示した図である。
【００１７】
１は保護ゴーグル本体であり、保護ゴーグル本体１はベルト２によって装着者の頭部に固
定される。保護ゴーグル本体１の内部には、カラーのＣＣＤカメラ１１を有する撮像光学
系１０とカラー表示可能なＬＣＤ（液晶表示器）２１を有する表示光学系２０が配置され
ており（図２参照）、装着者はＣＣＤカメラ１１で撮像された被写体像を前方の視野内の
ＬＣＤ２１上で観察するように、保護ゴーグル本体１はヘッドマウントディスプレイ型と
して構成している。保護ゴーグル本体１の筐体は外部光を遮断する素材からなり、これに
より装着者の眼の正面方向からの外部光の入射が遮断される。また、保護ゴーグル本体１
の装着者側には外部光を遮断する素材からなる目当て部材１ａが取り付けられている。こ
の目当て部材１ａは眼の回りの顔部にほぼ沿う形状としてあり、側面からの外部光の眼へ
の入射をほぼ防ぐようになっている。
【００１８】
保護ゴーグル本体１の正面中央には撮像光学系１０の観察窓３が配置されており、顔の正
面方向の被写体を自然視に近い形で見ることができるようになっている。４は超音波や光
等を利用して被検体との距離を検知するセンサであり、センサ４からの信号は撮像光学系
１０のオートフォーカスに利用される。５は撮影像を静止画像としてメモリに記憶するた
めのメモリスイッチ、６はＬＣＤ２１に表示される画像を拡大・縮小するためのズームス
イッチである。
【００１９】
保護ゴーグル本体１内部に配置される撮像光学系１０及び表示光学系２０、制御系を図２
により説明する。撮像光学系１０は、ＣＣＤカメラ１１、対物レンズ１２、フォーカス及
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びズーム用のレンズ１３，１４を備える。レンズ１３とレンズ１４はセンサ４によって検
知された被写体との距離に基づいて、一体的にその位置を変化させることにより、常にＣ
ＣＤカメラ１１に撮像される被写体の焦点が自動的に合焦するようになっている。また、
ズームスイッチ６を使用することにより、レンズ１３とレンズ１４の間隔を変化させ、Ｃ
ＣＤカメラ１０に撮像される被検体像の大きさを変えることができる。ズームアウトスイ
ッチ６ａで被写体像を縮小させ、ズームインスイッチ６ｂで被写体像を拡大させ、その像
がＬＣＤ２１に表示される。レンズ１３、レンズ１４のオートフォーカス及びズームをさ
せるための移動は制御部３０の制御によるレンズ駆動装置３１によって行われる。
【００２０】
３２はＡ／Ｄコンバータであり、ＣＣＤカメラ１１に取り込んだ画像をアナログからデジ
タルへ変換させる。Ａ／Ｄコンバータ３２によってデジタル変換された画像は、制御部３
０を経由してＬＣＤ２１に送られてカラー画像にて表示される。ＬＣＤ２１に表示された
画像の光束は、ハーフミラー２２によって反射された後、さらに凹面ミラー２３にて反射
される。凹面ミラーは、ＬＣＤ２１と装着者の眼Ｅとの光学距離を一定量だけ離れた観察
距離（例えば５０ｃｍ）にするようにその焦点距離が設計されている。
凹面ミラー２３で反射された光束は、ハーフミラー２２を透過し、保護ガラス２３を介し
て装着者の眼Ｅに導光される。
【００２１】
３４はメモリスイッチ５の使用によりデジタル変換された画像情報を静止画像として記憶
するためのメモリである。３５はメモリ３４に記憶された画像データを外部装置に送信し
たり、外部装置から送信される情報をＬＣＤ２１に表示するための入出力用の通信ポート
である。
【００２２】
次に、レーザ治療における動作を説明する。術者（及び補助者等）は保護ゴーグル本体１
を装着した状態で、治療レーザ装置によるレーザ治療を行う。このとき、治療レーザ装置
による治療レーザ光の波長は紫外領域、可視領域、赤外領域のいずれであっても、本発明
の保護ゴーグルのみで良いため、波長の種類によって取り替える必要は無い。また、装着
者の眼には正面からの外部光の入射が無く、また、側面からの外部光の入射が無いため、
思わぬ治療レーザ光の反射等から確実に眼を保護することができる。
【００２３】
装着者はＬＣＤ２１に表示される被写体像を観察しながら治療を進める。ＣＣＤカメラ１
１は装着者の顔を向ける正面方向の被写体像を撮像するため、装着者は所望する方向の被
写体像をＬＣＤ２１により自在に観察することができる。ＬＣＤ２１に表示される画像は
カラー表示であるため、肉眼で見ているのとほぼ同じ色相となり、着色されたフィルター
構成の保護ゴーグルに対して格段に見え方が良くなり、患部の状態やレーザ照射による患
部の変化状態、進行状況などが見た目に把握しやすくなる。
【００２４】
観察窓３を向ける方向の被写体との距離は常にセンサ４にて検知されており、この検知に
より制御部３０はレンズ駆動装置３１を介してレンズ１３、１４を移動し、被写体像の焦
点が合う様にオートフォーカスを行う。これにより、装着者はピントの合った像をＬＣＤ
２１により観察することができる。
【００２５】
患部をより細部まで拡大して見たい場合や、広い視野を見たい場合には、ズームスイッチ
６を操作する。ズームアウトスイッチ６ａまたはズームインスイッチ６ｂが押され続けて
いる間、制御部３０はレンズ駆動装置３１を介してレンズ１３とレンズ１４の間隔を変え
てＣＣＤカメラ１１に撮像される被写体像の倍率を連続的に変化させ、その像をＬＣＤ２
１に表示する。拡大表示や縮小表示が自在であるので、装着者は治療レーザ光に近づくこ
となく患部を拡大観察したりして、精密な治療を可能にすることができて都合が良い。
【００２６】
観察画像を記録しておきたいときは、メモリスイッチ５を使用する。メモリスイッチ５が
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押されると、制御部３０はＡ／Ｄコンバータ３２によって変換された画像データをメモリ
３４へ記憶する。メモリ３４に記憶された画像は、通信ポート３５にケーブル等を接続し
てパーソナルコンピュータ等の外部装置に出力することができ、治療終了後に記憶された
画像を観察したり、プリント出力してカルテの作製や術後の評価に使用することもできる
。なお、静止画をメモリ３４に記憶する他、通信ポート３５を介して撮像された画像を動
画のまま外部の記録装置に転送出力しても良い。
【００２７】
また、治療レーザ光を出射するレーザ治療装置側とデータ通信ができるように構成し、図
３に示すように、ＬＣＤ２１の画面上にレーザ治療装置のステータス（レーザパワー等の
各パラメータの数値）を表示させると良い。こうすると、術者はレーザ治療装置を見るこ
となく、必要な情報をＬＣＤ２１の表示により知ることができ都合が良い。レーザ治療装
置側とデータ通信としては、通信ポート３５を介してケーブル接続する他、電波や光によ
る通信ポートを設けて無線通信させても良い。
【００２８】
以上説明した形態では、ズームスイッチ６やメモリスイッチ５を本体１に取り付ける構成
としたが、手元で操作ができるようにレーザ治療装置等に使用されるハンドピースにワイ
ヤレスのリモコン部を取り付ける構成とすれば、治療中における操作性がさらに向上する
。
【００２９】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、治療用レーザ光によって保護ゴーグルを取り替え
る必要が無い。また、装着したままでも患部の状態やレーザ照射による変化の状態を確認
しやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】装置本体の外観略図である。
【図２】装置の光学系と制御系を示した図である。
【図３】ＬＣＤの画面上にレーザ治療装置のステータスを表示させた図である。
【符号の説明】
１　保護ゴーグル本体
１ａ　目当て部材
２　ベルト
３　観察窓
４　センサ
５　メモリスイッチ
６　ズームスイッチ
６ａ　ズームアウトスイッチ
６ｂ　ズームインスイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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